
 

第１２８６回 例会  Ｎｏ．２７   令和７年４月１０日 (木) 

例会変更「春のお花見例会」 

於： なばなの里 翡翠  

■ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙   

■出席報告 会員４４名中１３名出席 

■出席率 

■ゲスト 

 

３２．５０％   出席計算人数４０名 

会員ご家族ご友人 ２名 

  

 

行程表 

16:30  名古屋駅出発 

17:00 なばなの里 自由散策 

18:00 例会点鐘 「翡翠（かわせみ）」にて 

18:15 閉会点鐘  乾杯発声 

20:45 名古屋着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１２８５回 例会  Ｎｏ．２６   令和７年３月２７日 (木) 

■ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙  「それでこそロータリー」 

■出席報告 会員４４名中２１名出席 

■出席率 

■スピーカー 

 

５２．５０％   出席計算人数４０名 

会長エレクト 恵利有司さん 

  

 

会長挨拶                       加藤 豊 

皆さんこんにちは。先々週の30周年記念行事たくさんの

方にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

原晋監督のお話も大変お上手で、ど

うしてもの場合は中日ドラゴンズの

監督を引き受けてくれるということ

でしたので、大変ありがたかったで

す。またクアイフさんの作られたク

ラブソングも素晴らしくて、ただ

我々がどれぐらい歌いこなせるかと

いうと自信がないので、これから

時々例会で歌って行こうと考えております。 

今日は PELS 報告になりますけども、恵利さんからのお話

をいただきます。またこの例会が終わった後、本日はアッ

センブリがありますので、関係者の方、間違って帰らない
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ように、何卒よろしくお願いします。 

さてトランプ大統領が就任して約2ヶ月が過ぎました。世

界の国々や経済界もその一挙手一投足に振り回されてお

ります。就任していきなり始めたのが、皆さんもご存知の

ように、高関税政策です。アメリカが高関税政策を採用す

るのは今回が初めてではなく、1929年の大恐慌の後、アメ

リカの産業を保護するために2万点以上の輸入品に対して

平均40%の関税を課しました。 

その結果として、貿易相手国も報復関税を行うようになり、

米国の輸出産業は大きな打撃を受け、失業率はさらに悪化

して世界恐慌が深刻化しました。日本がどうなったかとい

うと、皆さんご存知かもしれませんが、輸出先を失った日

本は、余剰生産能力のはけ口として植民地を求め中国に進

出して、最終的に破綻しました。 

このように高関税政策には恐ろしい副作用がありますが、

トランプ大統領は庶民に関税を負担させることによって、

実質的に増税を行い、米国政府の債務超過を解消する腹積

もりです。これらの政府債務はリーマン・ショック以降に

行われた大規模金融緩和によって急増しましたが、同時に 

米国社会で深刻な貧富の格差を引き起こしました。 

歴史上、そのような貧富の格差が極端に広がった国が、今

後どのように変化していくのかというと、方向性は大きく

分けて二つしかありません。一つは戦争や革命によって所

得の再分配が起こるかもう一つは、いかに裕福になった支

配層が庶民の自由を制限し、抑圧する権威主義国家が成立

します。 

典型的な例がロシアです。ロシアはロシア革命によって所

得の再分配が起こり、それまでの富裕層が没落して、ノー

メンクラトゥーラとよばれる新しい富裕層が生まれまし

た。さらに共産主義が崩壊すると今度はオリガルヒと呼ば

れる富裕層が誕生し、現在ではプーチン大統領による権威

主義国家が築かれています。 

ロシアや中国のような権威主義国家では、極端に裕福にな

った一部の支配階級によって庶民の言論は統制され、富め

る者はますます富み、貧しい者は永遠に貧しいままです。

アメリカはどちらの運命をたどるのでしょうか。今回、ト

ランプ大統領は貧しい人たちのいわゆるプアホワイトの

代弁者として当選しましたが、関税政策は庶民に対する実

質的な増税であり、トランプ政権の閣僚はいずれも米国で

有数の大金持ちです。 

トランプ氏自身もビリオネアであるところを見ると、米国

はもしかすると今後、権威主義国家への道を歩むのかもし

れません。それでは本日もよろしくお願いいたします。 

幹事報告                      田中如以 

皆さん、こんにちは。 

令和 7 年大船渡大規模山林火災被害地区

に義援金を送ることになりました。1 人

1000 円ずつ集めますので、よろしくお願

いいたします。 

先日、国際奉仕事業で髙坂委員長と藤田

さんが現地の小中学校を訪問してくださ

いました。本年度は例年の文具などのほかに、委員長の髙

坂さんが眼科医でいらっしゃいますので、希望の生徒さん

に対して眼科検診を行いました。その結果、眼鏡が必要な

方への作成をして、本日完成品が届きましたのでこれを国

際郵便で送ります。 

4月10日の例会は「お花見例会＝なばなの里＝」に例会変

更となっています。バスで行かれる方は16時20分にJR名

古屋駅太閤通り口駅前広場に集合、自家用車の方はなばな

の里入り口で翡翠(かわせみ)にて会食と伝えていただく

とそのまま入場できますので翡翠までお越しください。よ

ろしくお願いします。 

 

ニコＢＯＸ 
恵利さん 本日PELS 報告をします。 

●本日は会長エレクト 恵利有司さんより PELS 報告を

していただきます。よろしくお願いします。 

加藤会長、田中幹事、藤田、松尾、安江、木下卓也、 

杉江、西川、小野、高山、後藤、古川、水野、長谷川、 

佐久間、髙坂、 （敬称略） 

本日合計 ３５，０００ 円 

 

委嘱状伝達 

次年度の地区委員会に出向される方々にガバナーからの

委嘱状を加藤会長より伝達いたしました。 

 

ロータリー奉仕副委員長 藤田守彦 

グローバル奨学生・平和フェロー副委員長 田中如以 

米山記念奨学副委員長  武山卓史 

ローターアクト委員   黒田覇太朗 

 

卓 話 

「会長エレクトラーニングセミナー報告」 

会長エレクト 恵利有司 

皆さんこんにちは。 

会長エレクトラーニングセミナーの報

告をいたします。 

 今までは PETS と呼ばれていました

が、「プレジデント エレクト トレー

ニング セミナー」の略でした。今回

からはPELS と呼ばれまして、「プレジ

デント エレクト ラーニング セミナー」ということで、

トレーニングからラーニングになりました。具体的に何が

違うかといいますと、PETSとは、ロータリークラブの次期

会長がクラブやリーダーシップについて学ぶための研修

ということでしたが、 

PETSからPELSになりまして、受講者が積極的に学び合い、

実践的なスキルを身に着ける場へと進化したということ

です。従来のPETSというのは、講義中心の研修スタイルで

したが、昨年度から、ディスカッションやグループワーク

を増やして、クラブの課題解決を探る参加型の研修になり

ました。 



【RI会長メッセージ】 

 
次年度のRI会長はマリオ・セザール・マルティンス・デ・

カマルゴ氏、ブラジルの方で所属クラブがサントアンド

レ・ロータリークラブ、印刷業を営まれています。 

1980年に23歳でロータリー入会され、直近ですと2019年

から 21 年にかけて国際ロータリーの理事をされていらっ

しゃいます。今年のメッセージは、「よいことのために手を

取りあおう」と会員に呼びかけています。次年度のRI重点

方針として、三つのことをあげています。まず会員増強。

これにつきましては、第一に、若い世代や多様な職業の

人々を巻き込み、ロータリーの持続的な発展を促進する。

2 番目にポリオ根絶、ロータリーが掲げる最重要課題の一

つとして世界規模のワクチン接種の推進を継続します。 

3 番目に平和構築紛争地域の支援や教育経済発展を通じた

平和活動を強化するということをおっしゃっています。こ

れをクラブ取り組みへの反映が必要であると RI 会長がお

っしゃっているということでございます。 

増強に関しては、世界の会員数は、2021-22年度、3年前が

約 118 万 5000 人、その次の年がちょっと増えまして、約

120 万人。昨年が115 万人でまた少し減っているという状

況になっております。減少傾向にあるわけですが、若年層

や多様性の確保が急務ということで、新クラブの設立目標

と現状として 2760 地区各地区で年間 4 クラブの新設を目

標としています。 

新クラブとは何かということですが、新クラブというのは、

ロータリークラブ、ローターアクトクラブ、衛星クラブの

種類があります。衛生クラブの意味合いがなんかよくわか

らないというところではありますが、サテライトクラブと

言った方が何となく通じるというところはあります。 

 2760 地区に起きましては、4 クラブの新設が目標ではあ

りますが現時点で新設のクラフは、衛星クラブも含めまし

て０ということで、新クラブ設立のため、特に衛生クラブ

に注力してくださいということです。衛星クラブ、サテラ

イトクラブとは、従来のロータリークラブに比べまして、

より柔軟な形式で運営ができるロータリーの新しい形態

のクラブということでございます。 

親クラブの一部ということで、クラブ内会員数が8名から

設立ができます。柔軟な運営としまして、月2回の例会と

か若年層や女性で専門家の参加の促進ができる。現時点で

は全国に約60クラブ存在しているということです。 

衛星クラブの特徴としまして、ロータリークラブの親クラ

ブの一部であり、会員は親クラブの会員としてカウントさ

れますが、独自の活動や例会は実施できて少人数で小規模

でもスタートできるので、設立のハードルが低くなります。 

会費も安いので、衛星クラブは会員数の減少が課題となる

中で、より多くの人が参加しやすい。これは、ロータリー

クラブの成長戦略の一環として期待されている制度であ

り、特に会員増強の数となります。 

【地区方針】 

 

次年度のガバナーは鈴木康仁ガバナーです。地区方針は、

「ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！」というこ

とで、同時にkeywordが3つ用意されました。 

縁尋機妙（良縁が機会を生む）良縁を探し求めることでよ

い機会が生まれる。ロータリーとの関連としましては、ロ

ータリークラブのネットワークを生かし、新たなパートナ

ーシップを築く。鈴木康仁ガバナーは、蒲郡 RC の方です

が、他クラブとの合同作業をするときに新たな交流を築い

ていきましょうということです。 

多逢聖因（出会いが成果の種）多くの人と出会うことが、

良い結果をもたらす。RCとの関係を言えば、会員増強だけ

ではなく、異業種、異文化の人々と交流することが、クラ

ブの発展につながる。例会や地区大会、国際大会などに積

極的に参加し、出会いを大切にするということをおっしゃ

っています。 

錯集文成（多様性が新たな価値を生む）さまざまな考えや

経験を持つ人が集まることで、よりよい成果を生み出す。

ロータリーとの関連で申しますと、異なる業種、専門分野、

文化を持つ会員が共有することで、より意義深い奉仕活動

ができる。異業種交流による社会貢献活動を企画し、新た

なプロジェクトを生み出す。 

 
ビルアンドメリンダ・ゲイツ財団はポリオ根絶活動の支援

として今年もロータリークラブが同額を拠出する事を条

件として5000万ドルの拠出を発表しています。 

 この合計額を今の会員数で割ると、大体1人40ドルにな

りますので、次年度のポリオプラス寄付の目標額は、一人

40ドルとしております。 

【クラブ目標】 

 

うちとしましては 3 年間の目標ということで 3years 



ROLLING GOALSという今までここ数年ずっと言われている

のですが3年間の目標を毎年見直しながら、中長期的な目

標で変換装置を増やしていき戦略委員会とか次期役員と

連携して継続性のあるかを醸成していく。なので1年終わ

ったら次の3年を見直してというのを繰り返していきまし

ょうということです。 

評価と更新を毎年繰り返し、成長を可視化するということ

を目標としています。 

 

【クラブの主な予定】 

新年度の主なクラブ予定ですが、すぐにガバナー補佐訪問

があります。8 月 7 日です。皆さん、ぜひ出席をお願いし

ます。その後、ガバナー公式訪問があり、名古屋みなとロ

ータリークラブと合同例会ではありますが、丸の内がホス

トクラブとなっております。 

11月の8日9日は地区大会です。また今年うちがホストを

した西名古屋分区インターシティミーティングは、来年は

名古屋みらいロータリークラブがホストです。これらもぜ

ひ出席をお願いします。 

ご案内はまだきていませんが、親クラブの名古屋みなとロ

ータリークラブ 60 周年記念式典というのが、2026 年の 4

月21日に予定されています。そして国際大会ですが、6月

13日から19日に台北で開催されます。割と近いですから、

都合のつく方はぜひご参加ください。 

 

第 2 回アッセンブリ（現・次期合同）議事録 

日 時 ３月２７日 13:40～ 

場 所 名古屋クレストンホテル パレット  

 
出席者 加藤、後藤、恵利、松尾、藤田、小野、杉江、 

     長谷川、古川、黒田、高山、木下卓也、 

（出席者 続き）田中、山﨑彰子（敬称略） 

議 第： 1 委員会事業経過報告と次年度への引継ぎ 

 

第一回ロータリーミーティング報告 

日 時 3 月 18 日（火） 18:30～ 

場 所 吉野寿司 

リーダー ロータリーラーニング委員長 今村昌根 

       クラブ戦略委員長 亀井克典 

出席者  有沢祥子、加藤 豊、磯部 徹、田島陽介、 

小野素尊、田中如以、武山卓史、高山 進 

長谷川龍伸、八木宏樹、堀江俊通、 

岩本和浩、松尾雄二郎、成田勝彦（敬称略） 

テーマ  「今後の名古屋丸の内 RC に望むこと」 

 
 

第二回ロータリーミーティング報告 

日 時 4 月 3 日（木） 18:30～ 

場 所 安 江 

リーダー ロータリーラーニング委員長 今村昌根 

       クラブ戦略委員長 亀井克典 

出席者  恵利有司、藤田守彦、後藤 敞、古川 進、 

      岩田 宏、黒田覇太朗、佐久間静憲、 

安江英雄、河原照忠、西川 博、木下卓也、 

森田正樹、杉江広成、髙坂昌志、山﨑彰子、 

木下卓也（敬称略） 

テーマ  「今後の名古屋丸の内 RC に望むこと」 

 
 

 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内 

４月１７日（木）「IM 報告」「創立記念実行員会報告」 

※4 月24 日（木）休会 定款第7条第1節ｄ-2  4/29「昭和の日」 

※５月１日（木）休会 定款第7条第1節ｄ-2  5/3「憲法記念日」 

※５月８日（木）休会 定款第7条第1節ｄ-2  5/5「こどもの日」 

５月１５日（木）クラブフォーラム 


